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授 業 実 践

図１ 教えて考えさせる授業

1．はじめに

本校は平成１８～１９年度の２カ年，国立教育政策

研究所の「学力の把握に関する研究指定校事業」

の指定校として，情報Cにおける観点別評価の実

践的な研究を進めてきた。

観点別評価は，生徒一人ひとりの指導目標に対

する達成度の実現状況を客観的に判断する必要が

あり，従来の集団に準拠した評価（いわゆる相対

評価）に比べ，より細やかな評価物の収集が必要

となる。そこで，国立情報学研究所が開発・普及

をしているContents Management Systemである

NetCommons（以下NC）を用いて教材を作成し

た。その結果，生徒一人ひとりの評価を行うため

の情報を効率的に集約することができ，ワンスト

ップサービスで教材の提示と評価物の収集が可能

となった。

さらに，NCで授業用コミュニティサイトを構

築することより，生徒と教師間，生徒間でさまざ

まな情報がやりとりされ，学習履歴がデータベー

ス化された。NCに一元管理された学習履歴を授

業実践の評価に用いることで，「授業計画（Plan）

→授 業（Do）→評 価（Check）→省 察（Ac-

tion）・・・」の授業改善サイクルが完成した。

2．教えて考えさせる授業とNCの利用

市川伸一は，著書「学ぶ意欲とスキルを育てる」

において，「教えずに考えさせる授業」から「教

えて考えさせる授業」へという提案をしている

（市川，２００４）。

その概要は，新しい学習事項にかかわる導入及

び基本的な部分を指導者がしっかりと教え，その

上で，発展学習に取り組ませるというものである

（図１）。

この考えを参考にし，問題解決のプロセスに関

して，生徒個人の能力だけに頼るのではなく，指

導者や他の生徒との協働学習を授業に取り入れ，

学習目標への到達へ導き，生徒個々の意欲的な活

動を引き出すことを試みた。さらに，そのための

NCをプラットフォームとするeラーニングシステ

ムの利用を模索した。

授業展開は基本的に，教師からの問題提起

（Presentation），生徒が自分と他人の意見を交換

する（Collaboration），生徒自身がより深く考え

る（Thinking）という３段階で進めた。

3 スモール・ステップなシラバスの提示

本来シラバスは１年間の学習活動及び評価方法

等を生徒向けに説明するものである。しかし，年

度当初に１年間の授業の流れについて説明したと

NetCommonsを用いた Digital Teaching Portfolio
「教えて考えて蓄えて，再び考える情報科の授業」

とうほく

北海道札幌稲北高等学校教諭 加藤 誠



17

図２ スモール・ステップなシラバスの提示

図３ ディジタルコンテンツへの板書

しても，生徒たちがそれを十分に踏まえて毎時間

の授業に臨ませることは難しい。

そこで，授業を行うに当たって生徒に学習の意

義や目的を予め理解させるため，毎時間の授業の

導入時に，授業の流れと評価のポイントを提示し

ている。これが「スモールステップなシラバス」

である（図２）。

4．NetCommonsを用いた学習支援

教師からの問題提起では，生徒の学習意欲を高

めるため，ディジタルコンテンツと板書を効果的

に使用している（図３）。

また，教師からの一方的な授業を行うのではな

く，生徒からの意見を集約し，NCの各種モジュ

ールを利用して，生徒自身の思考を支援するよう

に配慮している。これがCollaborationである。

例えば，モジュールの「チャット」を利用し，

自他の意見を並べて表示させたり（図３），「アン

ケート」でクラス内投票を実施し（図４），その

結果に対する意見を掲示板へ投稿させたりした。

授業のまとめとして，生徒自身の発展学習の結

果をNCで作成したディジタル・レポートを用い

て集約している（図５）。これがThinkingの段階

であり，ここで得られたコメントを評価基準に照

ら合わせ評価をした。

Thinkingの段階であるディジタル・レポートで

は，生徒の思考過程が言語化され，ディスプレイ

に外化（可視化）される。また，ディスプレイ上

での訂正・加筆がなされ，生徒自ら推敲を進めて

図４ チャットを用いた他者の意見の閲覧

図５ アンケートを用いたクラス内投票
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図７ WYSIWYGエディタ

図８ ２者による対戦ディベート

図９ 掲示板を使ったディベート

いくので，メタ認知が働く。このような授業を繰

り返すことで生徒たちは，自らの思考過程を意識

するようになる。

新井紀子は，NetCommonsユーザカンファレ

ンス２００６にて，「ヒトに見られながら書くと，子

どもは論理的な思考力があがる。だから，コンテ

ンツ作りというよりも，子ども自身が書くことに

ウェイトをおいたモジュールを開発している。」

と発表した（新井，２００６）。その後，バージョン１．１

以降，テキスト入力のためのWYSIWYGエディ

タが実装され，NCの表現力は向上した（図６）。

このエディタの搭載によって，レポートは紙媒

体である必要がなくなり，提出物の電子化が進

み，ウェブブラウザ上での学習活動が充実した。

5．掲示板を使ったディベート学習

テーマ「携帯電話の校内持ち込みは必要であ

る。」について，モジュール「掲示板」を使い，

ディベート学習を行った。

２名の生徒がそれぞれ肯定側（必要である）お

よび否定側（必要ではない）の立場で，定められ

たフォーマットに従い，１０分間で立論を投稿す

る。

次に，投稿された立論に対して，１０分間で駁論

を返信する（図７）。これらのやり取りがなされ

た掲示板上のスレッドのうち，指導者が指定した

他の生徒のものを閲覧して，判定結果を掲示板に

返信をする（図８）。

このディベート学習によって，生徒はクリティ

カルな物の見方と，ロジックな文章表現の手法を

身につける。

図６ ディジタル・レポートの作成
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図１０ 教材を閲覧しながらの図解マップ作成

図１１ 生徒が作成した図解マップ

6．情報科らしい作文指導

情報Cのまとめとして，３時間をかけ１年間の

授業を振り返り，「情報社会を生きる」をテーマ

に作文を書く。この時，作文の資料となるのが，

NCで作成した教材と各単元で生徒たちが書き蓄

えてきたディジタル・レポートである。

まず，「コンセプトマップ作成ソフト あんど

う君」を用いて，１年間学んできた「情報社会」

に関するキーワードおよび文章などを教材および

ディジタル・レポートから取り出し，その関連性

を図示しながら，各自の考えをまとめる（図９）。

これを著者は図解マップと名付けている。

次に，５人１組の班の中で図解マップを用い

て，プレゼンテーションを行う（図１０）。その後，

班で話し合い，新たにえられた知見を掲示板に投

稿する。さらに，ここまでの学習活動を振り返り

ながら，各自の図解マップを修正する。

最後に，各自が作成した図解マップや掲示板へ

の投稿を参考にしながら，モジュール「レポート」

を使って作文「情報社会に生きる」を完成する。

7．おわりに

Teaching Portfolioとは，生徒たちの学習成果

を含め，授業実践に関する情報を蓄積・整理した

もので，授業実践の評価に用いられる。今回，NC

を用いたDigital Teaching Portfolioによって，指

導と評価が一体化されるとともにさまざまな実践

を行うことができた。

特に，日々の学習履歴がディジタル・アーカイ

ブ化される効果は大きい。生徒自らが，NCに蓄

えてきたPortfolioから個々の実践を振り返りなが

ら，まとめ上げていった作文「情報社会を生きる」

は，指導者にとって大変読み応えのあるものであ

り，さらに，指導者自身のTeaching Portfolioと

して機能し，次なる授業を立案する原動力となっ

た。

教師からの問題提起（Presentation），生徒が

自分と他人の意見を交換する（Collaboration），

生徒自身がより深く考える（Thinking）の学習

を繰り返すことで，生徒は「考え方の枠組み」を

知る。問題提起を徐々に生徒の思考力が高まるよ

うな方向性で提示していけば，生徒たちはやがて

教師の手を離れ，授業の中心的な役割を担うよう

になり，自律的な学習者へと変容していく。

状況論的学習観における教師の役割は，学習コ

ミュニティへの参加を促し，「教える」だけでな

く「活動の場の提供」をし，生徒の知的な活動を

支援することである。

本校の実践が，皆様のご参考になれば幸いで

す。


